
新規事業採択時評価結果（平成２１年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名 
地域高規格道路 熊本天草幹線道路 

一般国道５７号 宇土
う と

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

九州地方整備局  

起終点 
自：熊本県宇土

う と

市城塚
じょうづか

町
まち

 

至：熊本県宇土
う と

市上
かみ

網田
お う だ

町
まち

 
延長  ６．７ｋｍ 

事業概要  

一般国道５７号は大分市を起点とし、熊本県央地域及び島原半島を経由し長崎市に至る延長約２６０ｋｍの

主要幹線道路である。 

地域高規格道路である宇土道路は、一般国道５７号における特殊通行規制区間（越波、延長４ｋｍ）の回避、

交通事故低減及び国道に並走しているＪＲ三角線の踏切による交通混雑の緩和を目的とした熊本
くまもと

県宇土
う と

市

城塚
じょうづか

町
まち

から熊本
くまもと

県宇土
う と

市上
かみ

網田町
お う だ ま ち

を結ぶ延長約６．７ｋｍの自動車専用道路である。 

事業の目的、必要性  

宇土道路は、一般国道５７号における特殊通行規制区間（越波、延長４ｋｍ）を回避するとともに、ＪＲ三

角線が併走し１５箇所の踏切交差点による走行速度の低下に伴う交通混雑の緩和や多発する交通事故の低減を

図ることを目的とする。 

また、熊本天草幹線道路としての一部を構成する本道路は、地域間の交流連携を促進して天草半島の暮らし

や経済の発展に資するとともに、天草島しょ部から３次医療施設のある熊本市内への時間短縮が図られる事か

ら住民の安心・安全の向上が期待される。 

全体事業費      ２５７億円 計画交通量 １４，５００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

 熊本・天草間幹線道路整備促進期成会(会長：熊本市長)及び熊本・天草幹線道路整備促進協議会(会長：本渡

商工会議所会頭)により、国土交通省、九州地方整備局に対し、毎年２回程度の整備促進要望を受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 便益が費用を上回っている。 

 沿線自治体の要望もあり、円滑な事業執行環境が整っている。地元との意見交換会(ＰＩ)実施済み。 

事業評価結果 

 

総費用 １９２億円 総便益 ３１２億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．６ 
事業費：   １８１億円 

維持管理費：  １１億円 

走行時間短縮便益：２２５億円 

走行経費減少便益： ５５億円 

交通事故減少便益： ３３億円 

平成２０年 

交通量変動 B/C=１.５ （交通量 －１０％） B/C=１.８ （交通量 ＋１０％） 

事業費変動 B/C=１.５ （事業費 ＋１０％） B/C=１.８ （事業費 －１０％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=１.５ （事業期間 ＋２０％） B/C=１.６ （事業期間 －２０％） 

評価項目 評価 根拠 

踏切交差部での速度低下による損失時間の削減が見込まれる。(約4割削減) 

渋滞対策 ○ 

【渋滞損失時間の改善】並行区間：約37.4万人時間／年(H19現況) 

                (H17ｾﾝｻｽ区間№ 1047、1048) 

           削 減 量：約15.8万人時間／年(約37.4人時間/年→21.6万人時間/年)

【1kmあたり渋滞損失時間】並行区間：約5.4万人時間/㎞年 (H19現況) 

                 ［熊本県平均：約1.2万人時間/㎞年 (約4.5倍)］ 

【その他の特徴】国道57号とＪＲ三角線が併走しており、従道路との交差部１５箇所が踏切 

交差点となっており、出入り交通による速度低下が頻繁に発生している。 

死傷事故率３００件／億台キロ以上の現道問題箇所１箇所を回避し、交通の安全性

が向上する。 

事故対策 ○ 【死傷事故率：H15～H18平均値】 

 単 路 部：最大値１３５件／億台キロ(現況)［熊本県平均比：約２．９倍］ 

 交差点部：最大値３４２件／億台キロ(現況)［熊本県平均比：約４．７倍］ 

 ［熊本県平均 単路部：46.5件/億台キロ 交差部：73.4件/億台キロ］ 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 －  

 

住民生活 ○
交通混雑の緩和により、地域住民の円滑な移動が確保できる。 

 

地域経済 ○
宇土道路の整備により、宇土市、天草地域から重要港湾「熊本港」への所要時間短縮、アク

セス強化が図られる。また、年間観光客数４１５万人の天草地域へのアクセス性が向上し、

観光アクセス道路としての機能が強化され、観光産業を支援する。 

災 害 ◎
宇土道路に並行する国道５７号に存在する特殊通行規制区間(越波、延長４ｋｍ)を回避。交

通規制時の交通機能を確保。 

環 境 ○
宇土市街地［人口約3.8万人］を通過する道路で、現況72dB(昼間)、67dB(夜間)の騒音であり、

当事業によって沿道環境が改善される。昼間72dB⇒70dB、夜間67dB⇒60dB 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上（主要な観光地である天草地域［観光入込客数415万人］のア

クセスが向上する。 

第３次救急医療施設へのアクセス性が向上するとともに、患者への負担軽減が図られる。 

事業実施環境 ○
熊本・天草間幹線道路整備促進期成会及び熊本・天草幹線道路整備促進協議会から

積極的な要望活動が行われており、地元の期待も大きい。 

 

採択の理由 
費用便益比が１．６と便益が費用を上回っており、事業採択の前提条件が確認できる。 

 この道路整備により、特殊通行規制区間に対する代替路が確保され、安全性・信頼性が向上するとともに、交

通の効率的な誘導を行うことで、死傷事故率の低減、交通混雑の緩和が期待され、その整備効果は高いものと判

断される。 

 以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志     

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


